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【はじめに】感染症流行予測調査の目的は、集団免疫の現況把握および病原体の検索等の調査を行い、かつ、各種疫学情報と併せて検討することにより、効果的な予防接種事業の運用および長期的視野に立った疾病の流行予測をすることである。ジフテリア、破傷風および百日咳については5年に一度実施されており、前回の平成15年度から全年齢層で実施されるようになった。
【調査方法】「平成20年度福井県感染症流行予測事業調査実施要領」に従い、県内の3医療機関から165検体を採取した。検査方法は感染症流行予測事業検査術式（平成14年6月）に従い実施した。ジフテリアは細胞培養を用いたカラーチェンジ法、破傷風は市販キットを用い、RPLA法で実施した。
【結果】
（1）ジフテリア：感染防御レベル0.1IU/ml以上の抗体陽性率は1～29歳では77～86%であったが、ワクチン接種が不十分な0歳では16.7%、また30歳以上では年令区分が高くなるに従って低下していた。
（2）破傷風：0.01IU/ml以上を示した抗体保有率は0～39歳では67～100%と高かったが、40歳以上では抗体陽性率は27%以下と低かった。
【考察】1～29歳では、ジフテリアおよび破傷風に対する抗体陽性率は高く維持されており、DPT三種混合ワクチン接種の効果が現れていると考えられ、ワクチン接種の重要性が確認された。DPT定期接種が開始されたのは1968年であるため40歳以上では抗体保有率が低かったと思われた。平成12年以降、国内でのジフテリア患者はみられなくなったが、海外、特に中央アジア、ロシア、ウクライナへの渡航時は注意すべきである。また、ジフテリア類似疾患としてジフテリア毒素産生性Corynebacterium ulceransによる感染事例が、国内においても報告されており注目される。破傷風は毎年100人前後の患者が報告されており、その多くが40歳以上であるため、これら年齢層へのワクチン接種の必要があると思われる。いずれの疾患についても乳幼児への予防接種を確実に実施することは重要であるが、基礎免疫が低下した年齢層への追加免疫の必要もあると考えられた。なお、百日咳については検査が完了した時点で結果および考察を述べたい。
